
金
滞
古
蹟
志
巻
九

来
り
、
奮
巽
殿
を
博
覧
場
と
な
し
、
六
月
十
六
日
よ
り
開
場
し
・
七

月
三
十
一
日
開
場
す
。
木
谷
藤
十
郎
・
島
崎
徳
平
・
木
谷
次
郎
作
等
三

名
を
博
覧
曾
執
事
と
し
句
中
屋
寛
治
・
組
問
伊
右
衛
門
以
下
三
十
名

を
ば
副
執
事
に
命
ぜ
ら
れ
、
共
の
事
務
を
斡
せ
し
む
。
次
に
同
九
年

二
月
三
目
、
木
谷
藤
十
郎
外
三
十
名
の
者
、
公
圏
内
に
於
て
博
物
館

を
設
立
し
、
博
覧
曾
を
取
開
く
ぺ
き
旨
布
建
有
っ
て
、
同
年
四
月
一

目
、
仮
閉
鎖
式
を
行
ひ
、
是
よ
り
興
奮
殿
を
ば
金
海
博
物
館
と
稀

す
。
共
の
後
退
々
一
備
ロ
聞
を
増
加
し
‘
古
器
新
製
の
機
械
或
は
物
産
、

山
悔
の
珍
品
は
勿
論
、
書
籍
番
聞
に
至
る
ま
で
取
集
め
、
年
を
逐
う

て
盛
大
に
成
り
た
り
。
此
は
古
績
に
闘
か
ら
ざ
る
事
と
い
へ
ど
も
・

公
闘
内
の
名
高
き
舘
合
た
る
に
依
っ
て
蛾
v
之。

。
賓
囲
寺
嘗
寺
地

共
の
奮
地
は
‘
今
集
六
園
東
方
の
地
に

τ、
後
奥
村
氏
欝
第
地
是
な

り
o
園
事
邑
披
問
答
に
、
貧
困
寺
。
利
家
卿
越
前
府
中
に
被
v
成
品
御
座
-

刻
、
高
瀬
の
貧
困
寺
へ
御
参
詣
被
v
成
、
能
州
御
領
地
位
成
候
節
.
高

瀬
の
大
透
長
老
を
越
前
よ
り
御
招
被
v
成
、
則
能
州
民
寺
御
建
立
、
共

の
後
加
州
御
領
と
成
、
今
の
奥
村
伊
強
守
屋
敷
に
貧
困
寺
御
建
‘
共

後
只
今
の
所
へ
御
移
し
被
v
成
と
あ
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
、

右
延
賓
の
由
来
書
の
み
な
ら
宇
。
十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
貧
困
寺

来
臆
書
に
も
、
今
程
の
奥
村
伊
強
屋
敷
に
貧
困
寺
御
建
立
被
v
成
、
共

以
後
只
今
之
寺
屋
敷
へ
御
移
し
被
v
成
由
。
と
載
せ
た
り
。
延
寅
の
金

湾
問
を
考
ふ
る
に
‘
奥
村
伊
強
奮
邸
は
、
今
-R
ふ
余
六
困
の
地
に

τ.

元
和
六
年
に
此
の
地
を
臭
村
二
代
河
内
守
柴
明
へ
賜
は
り
け
る
よ

し
、
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
載
せ
た
り
。
然
れ
ば
貧
困
寺
を
ば
今

の
地
へ
移
さ
れ
し
も
‘
同
年
な
る
べ
し
o
此
の
時
質
問
寺
を
今
の
地

へ
移
し
、
共
の
萄
地
を
ぽ
奥
村
河
内
へ
賜
は
り
、
元
秘
九
年
に
奥
村

を
ぽ
石
引
町
下
屋
敷
の
地
へ
移
縛
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
然
る
を
貧
困
寺

の
宮
地
は
‘
石
引
町
入
口
・
な
る
奥
村
氏
邸
地
の
よ
し
‘
貧
困
寺
陀
停

承
す
れ
左
越
聞
な
り
。
さ
て
貧
困
寺
記
に
云
ふ
。
蛍
時
開
山
大
透
圭

徐
和
倫
は
、
線
持
盛
山
和
倫
十
世
法
孫
也
.
始
佳
品
持
越
之
前
州
商
網
棚

質
国
寺
吋
邸
七
代
也
.
天
正
元
笑
酉
歳
秋
八
月
.
利
家
卿
在
昌
越
前
府
中

之
城
二
蹄
a

依
高
瀬
貧
困
寺
大
透
和
倫
吋
同
六
年
戊
寅
。
利
家
卿
在
a
能

州
七
尾
之
城
二
F
、ν
回湾建
a
立
蹄
剃
吋
以
=
貧
困
-
穏
=
寺
銃
吋
及
敦
=
諦
大
透
和

倫
-
需
品
第
一
一
凪
吋
同
十
-
年
笑
未
.
利
家
卿
築
昌
子
披
郭
於
加
賀
之
金
滞
↓

郎
子
昌
城
之
東
南
之
際
-
再
治
a
立
貧
困
蹄
寺
吋
自
-
M

能
州
之
七
尾
-
叉
靖
国
大

透
和
倫
-
住
持
.
合
依
=
端
夢
之
感
吋
城
門
奥
昌
寺
門
-
相
封
4

山
競
=
護
園
山
吋

金
揮
官
蹟
志
巻
丸

園
事
昌
披
問
答
に
、
初
め
貧
困
寺
奥
村
伊
藤
第
の
蕗
に
建
立
、
共
の

後
今
の
小
立
野
に
徒
し
建
っ
と
あ
り
。
貧
困
寺
由
来
記
に
は
、
此
の

事
を
載
せ
歩
。
宅
日
迫
考
す
べ
し
と
自
践
す
。
平
次
按
宇
る
に
、
貞

享
二
年
の
由
来
帯
広
は
、
共
の
事
を
記
載
せ
宇
と
い
へ
ど
も
・
延
費

二
年
の
由
来
書
に
左
の
如
〈
載
せ
た
り
。

御
等
に
付
書
上
候
。

蛍
寺
開
山
大
透
和
倫
者
、
利
家
様
越
前
府
中
御
領
地
之
節
・
高
潮
貨

国
寺
b
御
意
諸
被
v
遊
、
師
檀
之
御
契
約
有
v
之
・
別
而
御
懇
意
故
・
共

後
能
州
御
領
地
被
v
成
、
於
-LM
尾
二
寺
御
建
立
、
則
御
家
中
前
波
加

右
衛
門
先
祖
御
迎
に
被
v
港
、
大
透
和
尚
諦
待
被
v
遊
候
。
共
以
後
嘗
園

御
領
地
被
ν
鵠
v
成
、
只
今
之
奥
村
伊
強
殿
屋
敷
に
賞
寺
御
建
立
、
共

後
今
之
屋
敷
ね
相
替
申
由
に
御
座
候
。
寺
御
建
立
の
年
続
月
日
者
不
E

分
明
-
候
。
併
加
・
能
雨
園
御
領
地
之
共
年
、
営
寺
御
建
候
様
に
申
停

候
。
蛍
寺
御
建
立
之
筋
白
井
に
寺
披
・
山
競
之
由
緒
者
、
営
御
代
嘗
寺

御
再
興
之
節
有
増
紀
世
候
。
軍
而
於
御
噂
者
指
上
可
申
候
。
以
上
。

寅

十

二

月

十

三

日

貧

困

寺

永

原

左

京

阪

篠

原

織

部

殿

J~ 

痢

印

と
記
載
し
ー
そ
の
か
み
此
の
奮
地
に
あ
り
し
頃
は
、
近
く
城
内
の
石

川
門
と
賞
寺
の
山
門
と
を
向
ひ
合
は
せ
て
建
て
あ
り

L
と
い
ひ
停
へ

た
り
。
瑞
夢
の
事
は
‘
三
壁
飽
に
、
越
前
府
中
に
在
携
し
給
ふ
頃
、

高
瀬
と
い
ふ
所
陀
貧
凶
寺
と
て
古
利
あ
り
。
利
家
卿
‘
御
父
母
の
位

牌
を
此
の
寺
に
勧
誘
せ
ら
れ
、
御
命
日
に
は
‘
折
々
白
参
詣
し
給
弘
、

別
し
て
御
念
頃
友
り
。
或
時
不
思
議
の
霊
夢
を
御
覧
じ
、
和
備
に
御

物
話
可
ν
被
v
成
と

τ呼
び
に
遁
さ
れ
け
る
島
、
和
倫
も
ふ
し
ぎ
の
夢
を

見
、
御
物
語
す
べ
し
と
て
府
中
へ
来
れ
る
道
に
て
、
御
伎
に
行
き
逢

弘
、
同
道
し
て
府
中
へ
罷
越
さ
れ
た
り
。
利
家
卿
御
逢
被
ν
成
、
我
白

鳥
と
成
り
て
室
へ
上
り
、
北
を
さ
し
て
飛
ぴ
行
き
た
り
と
夢
に
見
て

候
と
宜
へ
ば
、
和
倫
承
り
、
我
等
も
夢
中
に
白
鳥
三
mm
と
た
ら
せ
給
う

て
、
這
々
に
北
を
さ
し
て
飛
行
被
v
成
た
る
よ
し
見
侍
れ
り
。
此
の
由

申
上
皮
と
態
e
駕
を
催
す
鹿
に
、
御
使
を
被
v
下
‘
途
中
に
て
出
逢
ひ
‘

っ
く

A
¥按
じ
見
申
す
に
、
昔
日
本
武
掌
東
夷
を
平
ら
げ
白
鳥
と
袋

じ
て
上
り
給
ふ
に
依
令
て
、
白
鳥
大
明
紳
と
申
し
奉
る
。
此
の
御
夢

も
北
国
の
披
々
を
取
治
め
給
ふ
べ
き
瑞
夢
た
り
。
北
陸
セ
ク
固
の
披

主
に
た
ら
せ
給
ふ
も
の
危
ら
ぽ
、
拙
借
御
菩
提
所
の
着
坊
な
れ
ば
‘

御
領
国
一
宗
の
惣
織
を
預
け
下
さ
れ
と
被
v
申
、
蹄
寺
せ
ら
れ
た
り
。




